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論文内容要約 
本論文は６章から構成される. 以下に各章の要旨をまとめる.  
 
第一章 序論 
地球環境の保全と循環型社会の実現のために, 食品廃棄物の再利用率向上が求められている.  メタン発酵は
バイオガスの燃料利用と廃棄物量を低減できることから, 食品廃棄物リサイクルの観点から有効な技術として注










食品廃棄物を対象としたメタン発酵に関する既往研究の調査を行い, 本研究の課題を整理した.  
食品廃棄物を対象としたメタン発酵に関する多くの文献より, 食品廃棄物と発酵排水の性状を分析することで, 
バイオガスの発生量や減容化率を評価することが可能である. また, 安定的なメタン発酵を行うために, メタン
発酵槽の運転方式や制御因子が明らかになっている. これらの知見を活用して, 新たに提案するメタン発酵槽の
処理性能を評価することが可能であることが分かった.  
一方, 事業所あたりの食品廃棄物の発生量は推定が必要であることが分かった. また, 食品廃棄物を対象とし
た国内のメタン発酵システム約 100 件の事例を調査した結果, 事業系食品廃棄物を事業所内でメタン発酵する場
合の課題として, 回収エネルギー以上にシステムの運転エネルギーが必要である場合があること, 排水処理が必



















































とし, 流出水性状を下水道放流基準と比較した. その結果, 担体設置型無動力撹拌式メタン発酵槽では安定的に
バイオガスの回収が可能であった. また, 排水処理では標準活性汚泥法を採用することによって, 安定的に残存
有機物が除去され, 下水放流基準を満たす水質に近い流出水性状を達成することができた.  
 試験結果からスケールアップしたシステムのエネルギー収支を試算し, 温室効果ガス削減効果を試算した. そ
の結果, 食品廃棄物0.5 t/day以上を対象としたシステムの場合, バイオガスから回収した熱エネルギーを活用す
ることによって, 一次エネルギー消費を削減可能であると試算された. また, 食品廃棄物 0.25 t/day 以上を対象
としたシステムでは, 食品廃棄物を収集して焼却する場合に比べて温室効果ガスの削減量が大きい, 食品廃棄物
0.5 t/day以上を対象としたシステムでは収集して堆肥化に比べて温室効果ガスの削減量が大きいと試算された.  
 以上より, 本研究にて提案した小規模分散型を想定したメタン発酵システムは従来システムではメタン発酵に
よる利活用が困難であった少量の食品廃棄物の新たな活用方法として, 有効な処理性能と低炭素化効果を有して
いることが示された. 
 
第六章 結論と展望 
本論文の結論と今後の展望をまとめた. 
 
